
     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

古里住民自治協議会 

三才駅で待ってるよ 

 

子育てサロン風景 



第1S回 古里住民自治協議会 定期総会

令和7年4月12日&)14 : OO

古里総合市民センター多目的ホール

第次

開 会

会長挨拶

来寶祝辞

議長選出

議 事

（1） 第1号議案

（2） 第2号議案

（3） 第S号議案

（4） 第4号議案

（5） 第5号議案

（6） その他

1

2

3

4

5

令和6年度 事業報告について

令和6年度 決算について

（会計監査報告）

令和7年度 事業計画（案）について

令和7年度 予算（案）について

役員の選任（案）について

《室

閉6
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第1号議案

令和6年度 事業報告

総務部会

古里住民自治協議会は「誰もがこの地に住むことに誇りを感じ夢と希望が持

てる地域づくり」をテーマとし、地域住民・行政連絡区。住民自治協議会・市

が役割分担を明確にし、共に協力し連携を密にして3つの中核事業を中心に地

域活動を推進してきました。

推進体制について

（1）会議の開催について

企画調整委員会を毎月定例的に開催し、各部会・各区(支部)との連携

を密にしながら当面する重要事項について協議してきました。

1

（2）広報活動の充実について

住民ニーズが多様化する中で、住民一人ひとりが地域の実態を知り、

互いに理解しあうことは極めて重要なことです。そのため広報誌「いき

いきふるさと」の発行を3回行なうと共に内容の充実に努めてきました。

また古里住民自治協議会のホームページの公開に伴い活動情報及び古

里地区の情報等を積極的に発信してきました。

(3) |罎境整美について
‘環境問題は、ごみや害虫など住民生活に直結した重要な課題です。区

や関係機関と連携をとりながら美しい古里地区づくりに努めてきました。

2．中核事業について

古里地区の現状を踏まえ、地域の皆様のニーズに柔軟かつ的確に対応す

るため3事業を中核事業として定め、積極的に対応してきました。

（1）高齢者の孤立化防止と避難行動要支援者への対応

，長野市から送付された避難行動要支援者名簿に基づき、民生委員の

協力を得て見守り体制を検討・実施、高齢者や避難行動要支援者が安心

して生活できるよう努めてきました。
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（2）大災害に備える防災体制の構築

災害時における避難行動要支援者の対応及び全住民の大災害等に備え

る防災体制の構築の取り組みとして、古里地区全体の防災訓練では古里

住民自治協議会と自主防災会は無線クラブと連携し情報収集を行ないま

した。

（3）子どもたちの健やかな成長と青少年の健全育成

育成会、公民館及び子どもを守る会など関係機関と協調して、子どもた

ちの健やかな成長を支援してきました。

､‘子供を守る会との連携強化・登下校時の見守り活動、小中学校の関連

行事、地域育成会への協力やあいさつ運動などを実施しました。

当面の課題についての対応

（1）「北部幹線、先線の進捗状況」の内容

，古里小学校前交差点改良事業の用地買収に地権者の同意を得ることが

出来、先線の早期善工を要望しました。

（2）長野市はじめ行政機関に対する要望

3．

道路・河川等地域の土木事業について、県・市の現地調査を実施して

いただき、緊急性の高いものから|||頁次実施してきました。
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(様式1）

令和6年度事業報告書
広報委員会総務部会

備 考内 容実施時期 事 業 名

第1回広報委員会 年間事業計画について

第75号～77号3回発刊確認

事業計画､役割分担、日程

原稿依頼先分担確認

第75号原稿依頼

第75号原稿受領､内容確認

第75号 確認･校正

事務局確認後､印刷発注

第75号配布作業確認

第75号の振り返り

4月3日(水）

第2回広報委員会

第3回広報委員会
5月1日（水）

5月10日(金）

第75号発行日

6月15日

第4回広報委員会

第5回広報委員会

5月22日（水）

6月5日(水）

今後の日程､その他第6回広報委員会7月3日(水）

今後の日程､その他

第76号原稿依頼

HP内容検討意見出し

第76号各原稿確認･内容検討

HPの各区紹介を掲載すること

になった。

第76号 内容確認､校正

第76号 最終確認 印刷発注

第76号配布方法確認

第7回広報委員会

第8回広報委員会

8月7日（水）

9月4日(水）

9月13日(金） 第9回広報委員会

9月27日（金）

9月30日（月）

10月2日(水）

第10回広報委員会

第11回広報委員会

第12回広報委員会

第76号発行日
6

10月15日

意見交換会の日程検討第13回広報委員会11月6日(水）

今までの振り返り､懇親

今後の日程､原稿依頼､その他

第77号原稿受領､確認､修正

広報意見交換会

第14回広報委員会

第15回広報委員会

11月21日（木）

12月4日（水）

1月8日(水）

第77号 最終確認 印刷発注

第77号 配布日程､方法確認
第16回広報委員会

第17回広報委員会

1月29日（水）

2月5日(水）

第77号発行日

2月15日

令和6年度活動報

告提出

令和7年度活動計

画提出

3月24日(月）
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令和6年度 事業報告書
今云

総務部会環境整美委_員

備考内容事業名実施時期

委員会･長野市環境部より環境美化活動及び事業説明

･令和6年度活動計画の共有

R6年4月3日 1，第1回環境整美委員会

委員会･春のゴミゼロ運動、河川清掃について

･長野市出前講座について

5月1日 2、第2回環境整美委員会

各区富竹区(5/19)､金箱区(5/26)､上駒沢区(5/14.16.19）
下駒沢区(5/19)､三才区(5/6)､西三才区(5/6）

新町区(5/19)、第2団地区(6/9）

(トータル可燃207kg、不燃79kg、枝葉203袋）

5月~6月 3，春のゴミゼロ運動

および河川清掃

委員会･長野市元気な町づくり市政出前講座の開催

古里市民センターにて実施（各区から32名参加）

｢ゴミ・資源物の分別とリサイクル～8分別について」

講師（生活環境課 松本直樹 氏）

6月5日 4、長野市出前講座

各区

委員会

･各地区にて第1期、第2期アメリカｼﾛﾋﾄﾘ駆除実施6月~9月 5、アメリカシロヒトリ駆除

．ながの環境エネルギーセンター見学について

･10月、ゴミ分別強調月間の取り組みについて

･秋のゴミゼロ．河川清掃について

8月7日 6，第3回環境整美委員会

委員会

各区

ながの環境エネルギーセンター視察(18名参加）9月25日 7，長野市環境衛生施設見学

･秋のゴミゼロ運動および河川清掃の実施

富竹区(10/6)、金箱区(10/13)､上駒沢区(10/2.6.21)、
下駒沢区(10/6)、三才区(10/13)、西三才区(10/27)、
新町区(9/15)、駒沢第2団地区(11/3）

（トータル 可燃135kg、不燃54kg、枝葉408袋）

10月～11月 8、秋のゴミゼロ運動

および河川清掃

委員会

委員会

生ゴミ堆肥化講座について11月6日 9、第4回環境整備委員会

12月1日 10、生ゴミ堆肥化講座 ながの環境ﾊﾟｰﾄﾅｰｼｯﾌﾟによる生ごみ堆肥化講座

(講師3名､参加者19名）
ノ

委員会･令和6年度事業実施確認について

･令和7年度広報委員会正副委員長選出について

R7年2月5日 11、第5回環境整美委員会

委員会･令和6年度事業報告・反省

･令和7年度事業計画（案）について

･令和7年度環境整美委員の確認

3月5日 12、第6回環境整美委員会

事務引継ぎおよび令和7年度環美正副委員長選出

令和6年度の反省および慰労会

3月14日 13、新旧引継ぎ会

3月25日 14、反省会

各区年間 15、ゴミ集積所の管理、整備
ゴミ分別・減量の促進

･ゴミ集積所新設・修繕 4件：富竹区、金箱区、下駒沢区、三才区

･各区委員によるゴミ分別管理整備の指導

5



(様式1）

令和6年度 事業報告書

安心･安全部会

備 考内 容事 業 名実施時期

．｢社会を明るくする運動｣講演会

今年度主催(安心安全部会担当）

･古里住民自治協の防災訓練

情報収集､無線交信などの訓練を実施

･古里公民館長による防災備蓄倉庫､備品、

使用方法等の説明会実施

･白線引き･カーブミラー清掃･交通安全のぼ
り旗交換

･交通安全活動(古里小前､大下橋交差点）

毎月第1水曜日

･各イベント開催時に駐車場案内､交通安全

指導(やさしさとふれあいの集い他）

｢社会を明るくする運

動｣講演会
各委員会7月6日(土）

防災委員会防災訓練8月24日(士）

部会

防災委員会
防災講演会10月12(土）

交通安全委員会白線引き等4月～11月

交通安全マナーアッ

プ運動
交通安全委員会通 年

催事開催日

(依頼時）
交通安全委員会各イベントに協力

防犯委員会･各区単位で年2回(夏･年末)実施防犯パトロール8月・12月

･防災資機材の点検及び整理整頓･士襄数

の確認及び各区へ土襄配布実施

･各区の自主防災会が実施する防災訓練

･安心安全防災マップ利用の啓発活動

･年末警戒､交通安全運動の啓発及び道路

交通法の改正

防災委員会水防倉庫点検7月12日(金）

防災委員会

防災指導員

防災委員会

(代理出席）

各区の防災訓練5月～10月

年末特別警戒連絡会

議
12月2日(月）

R7

3月5日(水） 正副部会長･防災資機材の点検及び整理水防倉庫点検

正副部会長

新委員(各区選出）

･6年度事業報告及び7年度事業計画

7年度正副委員長の選出(各委員会）
安心･安全部会会議3月15日(士）
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(様式1）

令和6年度 事業報告

文化・教育部会

文化・教育部会

備 考

住自協役員他

内 容

講師；長野保護観察所

保護観察官 田代久志様

事 業 名

「社会を明るくする運

動」講演会に協力

実施時期

7月 6日（土）

公民館活動委員会

人権共生委員会

育成会活動委員会

青少年育成委員会

受付、会場設営、楽器運搬等

室内演奏会の段取り、進行

ポップコーン製造、配布

「やさしさとふれあいの

集い」

11月10日（日）

公民館活動委員会

備 考内 容事 業 名

マレットゴルフ大会＆チ

ャレンジ・ザ・ゲーム

実施時期

北レクのマレット

ゴルフ場、屋内運

動場で実施。

各会場の競技を地

域公民館が運営

各地域公民館

新成人89名出席

マレットゴルフ26名チャレン

ジ・ザ・ゲーム36名での開催

10月12日（土）

8月開催から10月に変更し、

5競技を6会場にて開催

各地域公民館で開催（8地域公

民館）

地域公民館親善球技大会10月27日（日）

人権教育研修会11月～2月

令和7年

1月2日（木） 古里公民館と共催

対象者:新成人 (令和6年度の

20歳到達者）

古里公民館と共催

古里かるた作成の経緯説明と

バラ取り戦

INCの取材を受ける。

古里地区成人祝賀式

～二十歳の集い～

多目的ホールと和

室

囲碁19名、将棋6

名､かるた13名(高

学年6，低学年7）

囲碁将棋大会

古里かるた大会

2月11日（火）

2月11日（火）

古里公民館主催 ，

ステージ発表（12団体）

作品展示（5団体）

名人コーナー バルーンアー

ト・お抹茶おもてなし

ふるさと文化芸能祭2月15日（士）

延来場350名

竹細工、包丁研ぎ

各地域公民館で年2回実施古里公園草刈り等清掃通年(4月～3月）
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人権共生委員会

備 考内 容事 業 名実施時期

古里小､徳間小 演奏準備支援「やさしさとふれあいの

集い」

第15回古里地区人権住民

集会

三部構成で実施

11月10日（日）

古里公民館と共催

第1部体験発表（古里小、徳間

小､)、第2部啓発ビデオ視聴、

第3部長野マンドリンクラブの

演奏

古里小､徳間小の人権啓発標語

を掲示

各地域公民館で開催（8地公）

12月8日（日）

市民総合センター

ロピーに掲示

正副委員長は、

古里地区人権教育

指導者研修受講

学社連携による人権教育12月4日～10日

人権教育研修会11月～2月

今回の人権住民集会が節目の

年にあたり、長年の学校から寄

せられた標語や生徒の作文発

表を、大勢の人たちに読んでも

らい、人権啓発に関心を深める

ことを目的に、冊子を作成して

配布

冊子の作成

青少年育成委員会

備 考内 容事 業 名

あいさつ運動

実施時期

南校舎西口前

第2水曜日

東北中下校時あいさつ

（5月～3月） 8回実施

通年

･小中学校式典・行事への協力

･住自協、地域育成会行事への

参加・協力

青少年育成関連組織との

連携による中核事業3の

取組み

通年

｢新潟少年学院」視察、講義青少年健全育成視察研修

会

やさしさとふれあいの集

い 応援参加

各種研修会への参加

9月21日（木）

ポヅプコーン担当11月10日（日）

青少年健全情報交換会(2回）

青少年健全育成フェスティバ

ルに参加

通年
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育成会活動委員会

備 考内 容事 業 名実施時期

顔合わせ

地域間交流事業について

防災フェスティバル

マレットゴルフ＆

チャレンジ・ザ・ゲーム

第1回育成会活動委員会4月21日（日）

北部レクリエーシ

ョンパーク

マレッ トゴルフ

場、屋内運動場

長野県レクリエー

ション協会の盛田

芳文氏（元東富竹

公民館長）の協力

を頂く

防災フェスティバル

マレットゴルフ＆

チャレンジ・ザ・ゲーム

内容・役割検討

第2回育成会活動委員会8月 8日（木）

マレットゴルフ26名チャレン

ジ・ザ・ゲーム36名での開催

10月12日（土） 防災フェスティバル

マレットゴルフ＆

チャレンジ・ザ・ゲーム

演奏会会場運営担当

古里小のマーチングバンド

徳間小の金管バンド

ナウイ・ハワイアンズ演奏会

新旧役員引継会

次年度事業・予算について

住自協、各区組織との事業協力

子どもクラブ等との情報共有

11月12日（日） 「やさしさとふれあいの

集い」 古里総合市民セン

ター

第3回育成会活動委員会3月23日（日）

資源回収、

どんど焼き他

中核事業3の取組み通年

芦
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令和6年度事業報告

福祉・健康部会

備 ・ 考内 容事業名実施時期

民協共催親子ふれあい（原則毎月第4月曜日）

計11回開催（11月なし）

年間事業計画・情報交換･研修等

男性の為の料理教室 （そぱ打ち）

介護のつどい講演会内容検討会

男性のための簡単料理(おつまみ）

講演会（安心・安全部会担当）

介護者のつどい講演会役割分担等

ヤングケアラー支援講演会

男性の為の簡単料理（そば打ち）

健康づくり講演会役割分担等

脳と身体を良くする運動と栄養の話

やさしさとふれあいの集い・古里地

区福祉大会 役割分担

室内演奏会：小・中学校等

農産物販売等 子供餅つき大会

男性の簡単料理（おせち）小林公男先生

福祉に関する講演会

1/292/5 3/3 3/17 計4回開催

事業報告・事業計画等

R7年度福祉・健康委員会正副委員長選出

全体会議、コア会議(第1回6/5）

はつらつ体操：区長会終了後

古里子育てサロン4月～3月

（通年）

5月13日

5月13日

6月24日

6月27日

7月6日

7月22日

8月3日

8月6日

8月26日

9月8日

10月28日

福祉・健康委員

公民館共催

福祉・健康委員

公民館共催

三部会共催

福祉・健康委員

福祉・健康委員

公民館共催

福祉・健康委員

公民館共催

福祉・健康

第1回福祉健康部会･ 研修会

男性の料理教室（第1回）

第2回福祉・健康部会

男性の料理教室（第2回）

社会を明るくする運動

第3回福祉・健康部会

「介護者のつどい」講演会

男性の料理教室（第3回）

第4回福祉・健康部会

「ふれあい健康づくり」講演会

第5回福祉・健康部会

古里自治協全体
やさしさとふれあいの集い準備

やさしさとふれあいの集い

男性の料理教室（第4回）

古里地区福祉大会

健康講座（4回開催）

第6回福祉・健康部会

新年度役員 福祉健康部会

支え合い活動検討会

ふるさとの縁側

／朧裏業ノ

母子・父子家庭〔支援〕

高齢者等年末慰問〔援護〕

母子・父子・生活保護家庭〔支援〕

ノ祷証難ノ

東北三地区社会福祉事業連合会総会

東北三地区社会福祉事業連合会研修会

11月9日

10日

11月28日

12月14日

1月～2月

2月3日

3月10日

随 時

随 時

公民館共催

民協共催

公民館共催

福祉・健康委員

新福祉健康委員

総務部会・福祉健康

福祉･健康委委員他

（区長会協力）

民協（協力）

民協（協力）

民協（協力）

豊野りんごの湯利用券配布

慰問品配布(カレンダー）

新入学お祝い品配布

8月

12月

3月 東北三地区連合会

各支所・事務局

音楽リフレッシュ

各区役員他・協力

オレンジカフェ(広報）

東北三地区社会福祉事業連合会

事業：福祉自動車運行・家事援助

健康出前講座・高齢期の健康管理

各区各支部各団体随時開催

ふるさと宇宙カフェ 協力

5月28日

10月17日

お茶のみサロン・はつらつ体操等

認知症関係者支援事業随時

毎月第2火曜日
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(様式1）

令和6年度 事業報告書

ふるさと部会

備 考内 容事 業 名実施時期

第2会議室19時～･自己紹介

･定例会実施について

･令和6年度事業計画について

･ホタル観賞会について

･ホタル観賞会開催について

（実施日、準備品等の検討）

･ホタル観賞会準備について

（日程､配置等の確認）

･ホタル生息観察会の実施

（市民参加の観賞会）

･ホタル観賞会と勉強会の反省

･古里地域の獅子舞の自治協HP

閲覧について

･意見交換会

･各地域の獅子舞HP資料確認

（伝統文化の継承について）

．やさしさとふれあいの集い役割

（分担､実施手順などの確認）

･もちつきコーナーの運営実施

．やさしさとふれあいの集い反省

会

･次年度の事業活動について

･ 6年度事業運営の実施状況と

7年度に向けて意見交換

･7年度事業計画説明及び引継

･ふるさと地区に歴史、史跡と伝

統文化の資料整理とファイル化

の保存(藤沢先生の資料整理）

4月3日(水）

第2会議室19時～5月8日(水）

第2会議室19時～6月14日(水）

（北部レクリエーシ

ョンパーク）

第2会議室19時～

6月22日(士）

7月3日(水）

8月31日(土）

10月2日(水） 第2会議室19時～

9日より事前準備

第2会議室19時～

10月10日（水）

12月4日(水）

学習室19時～3月14日(水）

今後セキュリテー

関係の注意

通年

七

令和7年4月12日提出

令和7年4月 日承認
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第2号議案
令和7年3月31日

収入合計

支出合計

差引金額 （次年度繰越額）

収入の部 （単位：円）

本年度予算額 本年度決算額 比較増減 備  考

前年度繰越金 7,266,279 7,266,279 0

交付金・補助金 13,415,000 13,728,063 313,063

負担金 6,528,835 6,528,835 0

雑収入 249,886 280,535 30,649

27,460,000 27,803,712 343,712

（上表の比較増減  本年度決算額が本年度予算額に満たない場合 △）

（本ページの詳細は省略しています）

4,223,563 円

科  目

令和6年度 一般会計 決算書

27,803,712 円

23,580,149 円

合    計
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支出の部 （単位：円）

本年度予算額 本年度決算額 比較増減 備  考

事業費 8,130,000 5,534,051 2,595,949

総務部会 2,900,000 1,903,066 996,934

安心・安全部会 1,100,000 675,068 424,932

福祉・健康部会 1,760,000 1,456,275 303,725

文化・教育部会 1,970,000 1,464,649 505,351

ふるさと部会 400,000 34,993 365,007

運営費 19,330,000 18,046,098 1,283,902

事務局費 10,262,130 9,383,934 878,196

配分 8,660,680 8,662,164 △ 1,484

特別会計へ繰入 0 0 0

予備費 407,190 0 407,190

27,460,000 23,580,149 3,879,851

（上表の比較増減  本年度決算額が本年度予算額を超える場合 △）

（本ページの詳細は省略しています）

科   目

合    計
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収入合計 790,874 円

支出合計 352,800 円

差引金額 438,074 円 （次年度繰越額）

（本会計の詳細は省略しています）

6,487,700 円

3,462 円

6,491,162 円

内訳

（本会計の詳細は省略しています）

令和7年4月12日 提出

令和7年4月    日 承認

令和5年度 基金会計決算書

令和5年度 福祉・児童等対策資金 特別会計決算書
令和7年3月31日

防 災 器 具 類 購 入 基 金

倉 庫 等 建 設 基 金

令和7年3月31日

前年度基金残高

預金利息

本年度基金 計

防 災 関 係 施 設 建 設 基 金

消 防 器 具 類 充 実 基 金

14



令和6年度 古里住民自治協議会

会計監査報告書

古里住民自治協議会の令和6年度決算について

4月7日に監査したところ、関係諸帳簿及び関係書類とも

に正確であり､ 適正に処理されていたことを報告します。

令和7年4月12日

古里住民自治協議会

監事 六川 武彦

監事 小林 收

④
④

※ 監査役の印影は個人情報であるとの観点から、印影を掲載しておりません。

なお、原本は事務局において保管しています。
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第3号議案

令和7年度事業計画〔基本方針〕

令和7年4月12日

古里住民自治協議会は設立以来「誰もがこの地に住むことに誇りを感じ夢と希望が

持てる地域づくり」を目指し、地域住民・行政連絡区。市と連携を密にして活動を継

続し、中核事業を中心に地域住民のニーズを踏まえ各種事業を推進しています。

新たに策定された「第三次古里地区福祉活動計画」に基づき、地域が抱える問題や

課題解決のため、関係機関や閏係者と連携し、誰もが安心して生活できる住み良い地

域づくりを目指し積極的に取り組みます。

「古里版 安心。安全防災マップ」を活用した災害に強い地域づくりを引き続き進

めるほか、北部幹線が古里小学校まで開通し、これに伴う地域内の道路状況を踏まえ、

「交通安全委員会」との連携による交通安全の推進に努めるとともに、北部幹線先線

の建設促進も進めます。

また、世代間交流などで地域との結びを強め、世代を超えて地域の文化。歴史。伝

統を学びながら青少年の育成に努めます。
ふるさと

さらに、「古里」誕生以来、先人の築き上げた文化。歴史等を継承し、自然豊かな

郷土を活かし「特色ある地域づくり」を進めます。

古里住民自治協議会の各種情報を「ホームページ」で積極的に発信し、広報の充実

に努めます。

本年度も引き続き3事業を中核事業として定め、各行政区と連携し各種団体の協力

を得ながら、本会の組織をあげて積極的に取り組んでいきます。

記

中核事業1「高齢者の孤立化防止と避難行動要支援者への対応」について

「第三次古里地区福祉活動計画」に基づき、高齢者の皆さんが生きがいをもって明

るく過ごせるように、また､ 避難行動要支援者の皆さんが安心して生活できるように、

地域福祉ワーカーや民生委員など関係の皆さんと連携して事業を進めます。

中核事業2「大災害に備えた防災体制の構築」について

「古里版 安心。安全防災マップ」を基に、自然災害や非常時における避難°救急

体制を各自主防災会を中心に構築し、安心。安全な地域づくりを進めます。
I

中核事業3「子どもたちの健やかな成長と青少年の健全育成」について

地域の「子どもを守る会」や「学校」との連携のもと、次代を担う子供たちの育成

を支援します。
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第3号議案

令和7年度 事業計画（案）

総務部会 総務委員会

活動テーマ

「誰もがこの地に住むことに誇りを感じ、夢と希望が持てる地域づくり」を目指し、地

域住民。行政区。住民自治協議会が連携を密に「地域が一体となって災害に負けない助

け合いの地域づくり」を推進する。

備 考内 容事 業 名

市・県など行政機関との

連携

実施時期

隔月開催される32地区住民

自治協議会で構成される理事

会に出席し､市からの諸事務に

ついて協議し､各地区間の共通

課題について情報交換してい

く。

通 年

甲争

■

住民自治協議会の組織･運営を

統括し､重要な事項について協

議するため､毎月定例の企画調

整委員会を開催し、各部会、支

部（区)､ 関係団体との連絡調

整を図る。

住民自治協議会の組織・

運営

通 年(毎月）

区代表委員との連絡を密にし

て住民ニーズを的確に把握し、

支部活動の充実を図るb

支部(区）と支所の十分な連携

をして行政連絡区を取り纒め

ていく。

支部活動の充実通 年(毎月）

● ■

住民自洽協議会の役員および

事務職員が業務執行に伴う課

題について意見交換及び要望

していく｡

公開中のホームページの充実

を図りインターネットを通し

て地区の特性をアピールする

事とする。

「活動支援課との意見交

換」を実施

時期未定

通年
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(様式3）

令和7年度事業計画（案）

広報委員会総務部会

活動テーマ

古里住民自治協議会が企画運営する事業及び関連する団体等の事業
を､広報誌「いきいきふるさと」及び「ウェブサイト」を通じてお知
らせし、古里地区皆様の活動の一助とする。

備 考内 容実施時期 事 業 名

【全戸配布広報紙】

「いきいきふるさと」

の内容検討・原稿依

頼・編集・発行・配布

年3回発行する。

【広報誌・ウェブサイト内容】

1）自治協活動方針と各支部事

業計画

2）各部会の事業実施状況

3）地区内住民への情報提供と

協力依頼

4）事業についての事前PR

5）自治協関連団体の事業実施

状況等

6）ホームページの掲示内容の

確認

号
号
号

８
９

０
７
７
８

6月

10月

2月

【ウェブサイト】

古里地域の行事、伝

統、文化などの掲載。

より多くの人に見て

もらう工夫を行う｡

R7年4月～

R8年3月

【広報委員会】

必要の都度、広報委員

会を開催する

広報紙内容の検討、編

集、振り返り、等を行

う。

ホームページに関す

る提案などを行う。

【広報委員会の会議内容】
掲載記事の検討

各事業の進捗状況の確認と

原稿依頼

掲載写真の検討

校正作業等

R7年4月～

R8年3月
七

【回覧広報紙】
「いきいきふるさと」

回覧版

古里住民自治協議会事務局が
主体で発行

・連絡事項

‘・啓発事項

・緊急を要する事項

・その他必要と思われる事項

必要に応じて

随時

今
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令和7年度 事業計画（案）

環境整美委員会総務部会

活動テーマ

1環境美化活動を推進し、きれいな環境と誰もが安心して生活できる安全な地域づくりに努める。

備考事 業 の 概 要実施時期事 業 名

市道側溝清掃および土砂収集、不法投棄回収 各区

各区単位で計画・実施

4月～12月1環境美化清掃の推進

各区･長野市一斉清掃参加

春期 5月、秋期 10月

(詳細は4月開催の環境整美委員会で説明）

2ゴミゼロ運動の推進 5月・10月

各区･河川一斉清掃（ゴミ収集・草刈作業）

春期 5月 秋期 10月

3河川清掃 5月・10月

各区･アメリカシロヒトリー斉防除（全区で実施）

1回目 6月～7月 2回目 8月～9月

･マイマイガの駆除（大発生時）

4有害虫の駆除 6月～9月

･長野市環境部から 委員会

｢環境美化に関する説明会」の開催

･長野市元気なまちづくり市政出前講座の開催 委員会

（環境整美委員会主催で実施）

･長野市環境・衛生施設の視察研修 委員会

(長野環境エネルギーセンター）を予定

･「ながの環境パートナーシップ会議」の協力 委員会

5研修活動 4月2日

6月4日

9月24日

6生ゴミ堆肥化講座 10～11月

各区･各区環境美化活動に対する助成7環境美化促進の助成 年 間

ゴミ集積所新設・改修の促進、助成金の交付 各区8ゴミ集積所管理・整備 年 間

各区.正しいゴミの分別・減量の啓発

リサイクル運動の推奨（区による資源回収）

9ゴミ分別・減量運動の促 年 間

進

各区･発行物の配布、啓発看板の購入・配布10啓発宣伝活動 年 間

･環境整美委員会の開催（年5～6回）

･古里住民自治協議会（企画調整委員会）

（原則毎月第一水曜日 9時30分から）

･各区内の公園を中心に緑化推進・整備

11各種会議の開催・参加 年 間 委員会

各区12緑化の推進 年 間 ’ ＝
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(様式3）

令和7年度 事業計画（案）
安心｡安全部会

造動方針：交通安全･防犯･防災の各委員会及び防災指導員と連携し､交通安全街頭啓発活動､防犯
パトロール､防災訓練などを実施し､安心安全な地域づくりに努める。

備 考内 容事 業 名実施時期

.｢社会を明るくする運動｣講演会に協力する
』

．（3部会持ち回り）

R7年度主催

文化･教育部会
｢社会を明るくする運

動｣講演会 ．
7月12日(士）

全館･被災時における対応訓練｢防災教室」8月5日(火）

防災委員会

各委員会

防災委員会

各委員会

･古里住民自治協議会の防災訓練

情報収集無線通報などの訓練を実施
古里地区防災訓練8月23日(土）

･長野市､消防局､他｢防災講演会」10月11 (jz:)

｡｢古里版 安心･安全防災マップ｣を基に

各自主防災会中心にした防災体制の構築
｢安心･安全防災｣事

業
各委員会通 年

交通安全委員会･白線引き･カーブミラー清掃等白線引き等4～11月

･歩行者保護を目的とした交通安全活動 古
里小前･大下橋交差点(毎月第1水曜日）

･イベント時の駐車場案内､交通安全指導等

,（やさしさとふれあいの集い､他）

交通安全マナーアッ

プ運動 ．
通 年
(1．8月を除く）

交通安全委員会

交通安全委員会各イベントに協力通 年

防犯委員会･区単位で年2回(夏･年末)実施各区防犯パトロール8月、12月

防災委員会

古里消防団

防災委員会

防災指導員

正副部会長

防災委員会

･防災資機材の点検及び整理､土襄造り
土襄150袋･後日各区配布

･各区の自主防災会が実施する防災訓練
(年2回）

水防倉庫点検･土襄

作り
7月13日（日）

各区の防災訓練5月～10月

･防災資機材の点検及び整理水防倉庫点検3月

各委員会別･R7年度事業実施計画､報告書 等安心?安全部会会議

安心･安全部会会議

通年(3～4回）

翌年度の各区選出

委員

･部会事業報告･計画書正副委員長選出
等

R8年 ・

3月14日(士）

部会長･令和7年度古里支部総会長野交通安全協会4．月

･長野市役所 桜スクェア･北側道路
「春(夏､秋､年末)の交通安全運動」

･長水防犯協会連合会総会

交通安全運動の街頭

啓発活動

長水防犯協会連合会

総会

長水防犯協会連合会
連絡会議

4月、7月、

9月、12月
部会長

部会長は､長水防犯
協会連合会の
古里地区防犯協会の

会長

6月

･年末特別警戒連絡会議
12月
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令和7年度事業計画案

福祉・健康部会

活動テーマ

・地域福祉活動計画を基に、誰もが安心して生活できる住み良い地域づくりを目指し、高齢者や

要支援者の支え合い活動、災害時・緊急時における行動要支援者の避難計画の作成を進める。

備 考内 容実施時期 事業名

民協共賛親子ふれあい

11回開催（11月休み）

福祉・健康委員

長野市社会福祉協議会

福祉・健康委員

福祉・健康部会

福祉・健康委員

福祉・健康委員

年間事業計画・情報交換

研修会（保健補導員等・他）

介護のつどい講演会内容検討会

介護者のつどい講演会役割分担等

やさしさとふれあいの集い等

やさしさとふれあいの集い・

古里福祉大会等役割分担

事業報告・事業計画等

令和8年度 福祉・健康委員

正副委員長選出・事業計画 他

福祉・健康委員

新･福祉･健康委員

三部会共催

福祉・健康部会

古里住民自治協

講演会（文化教育部会）

介護者に関する講演会

11月8日 やさしさとふれあいの集い準備
室内演奏会：小・中学校 等

農産物販売・子供餅つき大会等

福祉に関する講演会

4回 1/61/201/262/3

全体会議、コア会議(第1回目6/4）

はつらつ体操 区長会後10：30

（区長会共賛）

9日
民協共催

公民館共催

総務部会・民協

福祉･健康委委員他

一般市民・区長

公民館共賛
料理教室

おつまみ作り教室 小林公雄先生

そば打ち教室 峰村博先生

新そば打ち教室 峰村博先生

民協（協力）

【援護事業】

豊野りんごの湯利用券配布

慰問品配布(カレンダー）

新入学お祝い品配布

東北三地区連合会

各支所・事務局
東北三地区社会福祉事業連合会総会

5月
東北三地区社会福祉事業連合会 各区役員他.協力
事業：福祉自動車運行・家事援助

お茶のみサロン・はつらつ体操等
オレンジカフェ(広報）

随 時 各区各支部各団体随時開催

ふ輔と諸カフェ

認知症関係者支援事業

毎月第2火曜



(様式3）

令和7年度 事業計画（案）

文化・教育部会

活動テーマ

子どもたちの健やかな成長と青少年の健全育成のため、世代を越えて地域の文化・歴史・

伝統を学びながら､この地に住むことに誇りを感じ､夢と希望が持てる地域づくりに努める。

文化･教育部会〔担当事業〕

備 考

3部会共催

内 容

令和7年度文化教育部会担当

事 業 名

｢社会を明るくする運

動」講演会

｢やさしさとふれあいの

集い」への協力

実施時期

7月12日(土）

公民館、人権共生

育成会活動委員会

青少年育成委員会

受付、会場設営、楽器運搬等

室内演奏会段取り、運営

ポップコーン製造、販売 ．

11月 9日（日）

公民館活動委員会

備 考

北部レクリエーシ

ョンパーク

内 容

北レク防災フェス・古里公民

館・安心安全部会と共催

事 業 名

マレットゴルフ＆チャレ

ンジ・ザ・ゲームの集い

実施時期

10月18日（士）

北部レクリエーシ

ョンパーク

他5会場

地域公民館

野球、ソフトバレー、卓球、

ゲートボール、ペタンク

（実施ルールは、協議による）

各地域公民館が立案実施

地域公民館親善球技大会10月26日（日）

人権教育研修会11月～2月

令和8年

1月 2日（金） 多目的ホール古里公民館と共催古里地区成人祝賀式

多目的ホール古里公民館と共催

世話役 古里囲碁同好会

囲碁将棋大会2月11日（水）

和室育成会活動委員会が支援古里かるた大会2月11日（水）

古里総合市民

センター

古里公民館と共催

成人学級、クラブの発表会

公民館活動委員会が支援

ふるさと文化芸能祭2月14日（土）

各地域公民館で年2回実施古里公園草刈等清掃作業通年

年4回パソコン講座通年
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人権共生委員会
了一一’

’’ 備 考内 容事 業 名実施時期

記念品進呈古里小、徳間小、東北中の

授業参観と人権啓発標語募集

学社連携による人権教育11月

多目的ホール

詳細は各校と打

古里公民館と共催

第1部人権啓発活動の体験発表

古里小、徳間小 各1名

東北中1．2学年各1名

古里小教諭1名

第2部講演会又はDⅥ〕視聴等

第3部アトラクション俣野マン

ドリンクラブ）

古里地区人権住民集会12月7日（日）

合

冊子にまとめ

る。

各地域公民館各地域公民館主催の人権教育

研修会

人権教育研修会11.月～2月

一

青少年育成委員会

備 考

南校舎西口前

内 容

東北中下校時あいさつ

（5月～3月）8回程実施予定

事 業 名

あいさつ運動

実施時期

通年

小中学校の関連行事への協力

住自協､地域育成会行事への参加・

協力

青少年育成関連組織との

連携による中核事業3の

取組み

通年

更生施設の視察研修・講演会

（予定地群馬県赤城少年院）

青少年健全育成情報交換会

青少年健全育成視察研修7月17日(木）

〈云

長野市各種研修会への参加通年
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育成会活動委員会

実施時期 事 業 名 内 容 備 考

4月20日（日）

5月～7月

第1回委員会

（実施方法内容は、規定

しない）

報共有

8月 北レク防災フェス

（未定） マレットゴルフ＆チャ

レンジ・ザ・ケームの集

い準備会

8月5日（火） 「防災教室」参加

10月18日（日）

（予定）

北レク防災フェス

マレットゴルフ＆チャ

レンジ・ザ・ゲームの集

い

やさしさとふれあいの集

い

古里かるた大会

11月9日

2月11日（火）

中核事業3の取組通年

子どもクラブ等との情報共有 どんど焼き他
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(様式3）

令和7年度 事業計画(案）

一室Ⅱ立口
ふるさと

活動テーマ

地域資源の掘り起こし､発展を目指し､積極的に活動し､明るく住みやすい

｢特色ある地域づくり｣に貢献する。

備 者内 容実施時期 事 業 名

【検討事項】

･河川の改修等でホ

タルの生息数の減少

がみられる(昨年度

調査)時期､場所等

の調査が必要

．ふるさと地区内ホタル生息地で

ホタル観賞会を行い､自然の大切

さを体感する

(○北部レクリエーションの予約）

(○村松さんとの連携）

(○夜間のため安全最優先）

○ホタル観賞会

【継続】

4 ■

･調査資料あり

.事務局に藤沢先生

資料も整理

｡ふるさと地区の歴史､史跡や伝

統文化の貴重な資料の整理とフ

ァイル化保存する

セキユリテーの関係 ”

○地域の歴史資料の整理し、File

化して後世につなぐ活動

･事務局及び｢北部

幹線古里地区建設

協議会｣との連携

･古里小学校交差点より東側部分

の開通課題について､必要によ

り､勉強会等を開催する

○北部幹線に係わる地域活性化

委員会の開催【継続】

千 ｡

･地域の課題に柔軟に対応し地域

全体のよりよいまちづくりに積極

的に取り組む各方面との連携のも

とで活動となる

･事務局等への提案
●

など

○特色ある地域づくりを目指し

た会議等の開催【継続】

各種団体主催の行事に積極的に

参加協力

(やさしさとふれあいの集い等）

･例年は餅つき大会

を行い､ついた餅を

振舞う

○各種団体への協力

令和7年4月12日提出

令和7年4月 日承認
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第４号議案

収入の部 （単位：円）

本年度予算額 前年度予算額 比較増減 備  考

前年度繰越金 4,223,563 7,266,279 △3,042,716

交付金・補助金 13,343,000 13,415,000 △72,000

負担金 6,530,275 6,528,835 1,440

雑収入 254,200 249,886 4,314

24,351,038 27,460,000 △3,108,962

1. 収入、支出の総額は、それぞれ24,351,038円とする。

（上表の比較増減  本年度予算額が前年度予算額より少ない場合 △）

令和7年度 一般会計 予算(案)

科  目

合    計

2. 支出の本年度予算額に不足が生じた場合は、会計規程の定めるところにより流用することが

 できる。

（本ページの詳細は省略しています）
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支出の部 （単位：円）

本年度予算額 前年度予算額 比較増減 備  考

事業費 5,470,000 8,130,000 △2,660,000

総務部会 2,150,000 2,900,000 △750,000

安心・安全部会 375,000 1,100,000 △725,000

福祉・健康部会 1,490,000 1,760,000 △270,000

文化・教育部会 1,375,000 1,970,000 △595,000

ふるさと部会 80,000 400,000 △320,000

運営費 18,881,038 19,330,000 △448,962

事務局費 10,108,960 10,262,130 △153,170

配分 8,664,220 8,660,680 3,540

予備費 107,858 407,190 △299,332

24,351,038 27,460,000 △3,108,962

（上表の比較増減  本年度予算額が前年度予算額より少ない場合 △）

（本ページの詳細は省略しています）

科   目

合    計
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収入の部 588,448 円

支出の部 588,448 円

予算 6,495,000 円

内訳 防災関係施設建設基金
消防器具類充実基金
防災器具類購入基金
倉庫等建設基金

令和7年4月11日 提出

令和7年4月    日 承認

（本会計の詳細は省略しています）

令和6年度 基金会計予算書（案）

令和7年度 福祉・児童等対策資金 特別会計予算（案）

（本会計の詳細は省略しています）
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第5号議案

役員の選任について（案）

○会則第11条第2項（3）に規定する次の役員について承認をお願いしたい。

（敬称略）

備 考氏 名

小林 元志

役 区員

再 任
一一国 竹

一室

長

北條 彰一

一一国 竹副 会 長

野口 英俊 上駒沢事 務 局 長

矢□
Eヨ 生浅川 上駒沢財 務 委員長

副会長兼任北條 彰一

一一国 竹総 務 部会長

啓村松 次 才同 副部会長

｜｜’

義寺島 文 下駒沢同（財務担当）

橿原 隆雄 才安心安全部会長

’一一

北澤 健雄 西三才同 副部会長

湯本 邦久 下駒沢福祉健康部会長

祢津 隆博 下駒沢同 副部会長

芹口 正次 金 箱文化教育部会長

小澤 文登 金 箱同 副部会長

村端 舂男

一一二 竹ふるさと部会長

竹内 孝 金 箱同 副部会長

’一

小林 公雄 才監 事

｜｜’

金子 幸孝 上駒沢事監

但し、役員任期開始日（執行）は4月12日とする

令和 7年4月12日 提出

令和 7年4月 日 承認
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